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明けましておめでとうございます。
日頃から、三河港湾事務所の港湾行政に対しまして、ご理解とご協力をいただき厚く御礼を申し上げます。

東三河の地へ赴任し、早２回目の新年を迎えますが、名古屋に比べて温暖な中で秋口からの北西の季節風が
常に強く吹く気候にも慣れ親しみ、また休日には三河湾の風光明媚な景色や美味しいB級グルメを堪能しつつ、
先日の10月末には三遠南信地域の長野県飯田市まで足を運ぶ機会があり、東三河地域発展のポテンシャルを
確認したところです。

また、なかなか終息の見えない新型コロナウイルス感染症につきましては、第八波の急激な感染拡大が見ら
れていますが、これまでと同様に本年も万全な対策をもって、業務を進めてまいります。

さて、当事務所におきましては、「ものづくり中部」の各種製造業を中心とする産業を物流から支える強靱
な港湾を目指して、三河港･衣浦港の整備と中山水道航路の管理･保全を担当しております。

三河港では、輸入自動車の台数･金額ともに29年連続全国一位など、自動車輸出入の国際的拠点港（取扱台
数で世界四位）として機能し、また昨今のカーボンニュートラルの推進によりバイオマス関連企業の進出が進
む中、神野地区において、船舶を安全に係留し荷役の効率化を図る「防波堤(北)」の整備を引き続き進める他、
港湾施設の機能を将来に渡り発揮させる「水深10m岸壁(4号)」の改良を着実に取り組んでまいります。

また、衣浦港では、石炭や木材チップ、トウモロコシなどの原材料となるバラ貨物を主に取り扱い、生産活
動を支える工業港として、また地域のエネルギー供給拠点として重要な役割を担っている中、船舶の大型化に
対応する「水深12m航路」の拡幅(防波堤の一部撤去)を引き続き進める他、港湾施設の老朽化が見られる中
央ふ頭西地区の「水深12m岸壁(西６号)」の補修改良と、今後想定される大規模地震発生時への対応も兼ね
る外港地区の「防波堤(西)」の天端嵩上げ改良を行ってまいります。

さらには、三河湾の入り口に位置し、大型船舶が安全に航行できる「中山水道航路(水深14m)」の適切な
管理・保全にしっかりと取り組んでまいります。

当事務所では、今後も皆さまから様々な声をお聞かせいただいた上で、安全・安心で使いやすく、そして親
しみのある「より良い港づくり」に、職員一同で取り組みますので、本年も引き続きよろしくお願い申し上げ
ます。

三河港湾事務所 所長
鴫原 茂
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに よくなれ みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土･日･祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

潮位表には、三河港における満潮と干潮の時刻、潮位等を掲載しておりますので、釣りや潮干
狩りなどのレジャーにもご活用ください。

①クリック
（データライブラリ）

②クリック
（潮位表（三河港））

明けましておめでとうございます！今年の干支は「うさぎ」ですね。
三河湾に『うさぎ島』と呼ばれる島があったことをご存じでしょう

か？

東幡豆（ひがしはず）海岸の近くに浮かぶ無人島で、現在は『うさ
ぎ島』ではなく『前島』と呼ばれています。この前島には以前「親子
無人島探検」でお邪魔しました。（ミニワン８月号掲載）

1958年に「三河湾海上動物園」、一部『うさぎ島』と呼ばれ、
300羽ものうさぎや、モルモット、クジャクなどが島内に放し飼いで
運営されていたそうです。また、この時には定期船も運航しており、
動物園としてだけではなく海水浴場としても人気があったそうです。

しかし1997年に来客数の減少などの理由により、うさぎ島は閉園
となってしまいました。この時、島にいたうさぎやクジャクなどはす
べて他の動物園や施設などにそれぞれ引き取られており、現在島には
放し飼いにされている動物はいません。

今では島に渡る船こそ出ていないものの、時期によって干潮時には
まるで海が割れたような道ができる「トンボロ現象」 によって、歩い
て島まで行くことができます。また、島付近ではアサリがよく採れる
ので、潮干狩りのシーズンに行ってみてはいかがでしょうか？

出典：国土地理院

船上から見える前島
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